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新たなまちの創造に向けて

　板野町は、昭和 30（1955）年 ２月 11 日に、隣接する板西

町、松坂村、栄村の１町２村が合併し、郡名を町名として誕生

しました。

　合併当初の人口は１万５千人、面積は 36.18k㎡で、北に阿

讃山脈、南に肥沃な吉野川平野を配した農業を基盤に歩み始め

ました。また、町内には四国八十八ヶ所霊場のうち３つの札所

の悠久の流れと共に、毎年多数の巡礼者が訪れる姿は、町の風

物詩となっています。

　古来、交通要衝の地として、また文化・産業、人々の交流の拠点として、先人の英知

と努力の積み重ねで時代と共に栄えて参りました。

　今年で合併から 60 年が経過し、人に例えると還暦の大きな節目の年を迎えました。

この間、我が国では人口減少時代に入り、本町においても少子高齢化は進展しており、

今後単独の自治体として保健・医療・福祉・教育など各分野にわたって持続可能なま

ちづくりを進めていくには、少子化対策、若い世代の定住化促進は、従前にも増して

重点施策となっています。

  また、東日本大震災による大規模な地震災害は、これまでの私たちの防災意識を大

きく変え、暮らしの安全・安心への関心度が高まり、防災・減災への取り組みは喫緊

の課題となっています。特に本町は、南海トラフ巨大地震に備えて、ハード・ソフト

両面で各種事業を展開しています。

　このように近年、生活環境が大きく変化変貌する中、次代を見据えた着実な町政運

営の必要性に鑑み、まちの将来像を「安心なまち・子どもが輝くまち・交流のまち　

いたの」の創造に向けて、今新たな一歩を踏み出します。

　しかし、現状でのまちづくりの課題は多様化・複雑化しており、まちの将来像を実

現させる諸施策の推進には、行政サービスの受け手、送り手という一方向ではなく、

住民と行政がそれぞれの役割を発揮し、両者が一体となって双方向で課題を解決して

いくことが必要となっています。

　私は、まちづくりへの住民参加や住民と行政が情報を共有化し、町民の皆様と行政

との協働でのまちづくりを更に進めさせていただき、住民一人ひとりがまちに誇りと

愛着を持ち、活き活きと暮らせるまちづくりに全力で取り組んで参ります。

　この町勢要覧が、板野町をご理解いただく資料として広くご利用ご活用をお願い申

し上げ、皆様のご支援・ご協力を賜り、更なる町勢発展にお力添えをいただければ幸

いと存じます。

　平成 27 年 2 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板野町長　玉井　孝治
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・
み
ん
な
で
支
え
合
う

　
　
安
心
な
暮
ら
し
の
仕
組
み
づ
く
り

・
人
・
も
の
・
情
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が
集
う

　
都
市
基
盤
づ
く
り

・
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び
と
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化
が
香
る

　
ま
ち
づ
く
り

・
連
携
強
化
に
よ
る

　
産
業
づ
く
り

・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
安
全
で
美
し
い

　
　
田
園
空
間
づ
く
り

安心な生活や
  暮らしを守る

活力と交流を
生み出す

人が育ち、
みんなで
まちを創る
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管理栄養士による栄養相談ブックスタート事業

乳児健診の様子

み
ん
な
で
支
え
合
う
安
心
な

　
　
暮
ら
し
の
仕
組
み
づ
く
り

♥　町民の誰もが健康で安心して暮らせるため、さまざま
な健康づくりの取り組みを行っています。また、病気の
予防・早期発見・早期治療を図るため地域医療と連携し
ながら、ライフサイクルに応じた健診・健康相談事業の
充実を図ります。
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絵本作家による絵本ライブおはなし会

いたの子どもフェスティバル

乳児健診の様子

子ども子育て itano

　
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
の
び
の
び
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
少
子
化
対
策

や
子
育
て
支
援
対
策
を
重
要
施
策
と
と
ら
え
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
乳
児

医
療
の
無
料
化
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の
給
食
費
の
半
額
補
助
な
ど
、

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
充
実
を
図

り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は

未
来
を
担
う
地
域
の
宝
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板野町子ども
を守る会主催

のタグラグビ
ーではグラウ

ンドに子ども
たちの歓声が

ひびきました

子ども議会

成人式
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
と
も

な
い
、
生
活
習
慣
病
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
が
い
っ
そ
う
大
切
に
な
っ
て
い
ま

す
。
住
民
が
健
康
に
関
心
を
も
ち
、

い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
応
援

し
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
づ
く
り保健師・栄養士と学ぼう

元気でいこよ運動教室 総合健診

男性チャレンジ教室では料理や運動に取り組んでいます



　年齢や障がいの有無にかかわらず、住み慣れた住まいや地域の中ですべての人が安心して暮らせるように地

域に根ざした福祉社会を実現することが求められています。

　住民一人ひとりがお互いに支え合いながら、地域で活き活きと暮らしていくことができる共生社会の実現に

むけて取り組みを進めていきます。

11

老人クラブ連合会体育大会高齢者学級

老人クラブ会員による児童館での折り紙教室
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.板野町防災訓練（平成26年度南地区）

安全で美しい
　　　田園空間づくり

　
防
災
対
策
の
基
本
は
、
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
正
確

な
情
報
を
迅
速
に
伝
達
し
、
そ
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
で
す
。
し
か
し

万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、
適
切
な

処
置
と
速
や
か
な
復
旧
を
図
る
た
め
、
各
種
の
防
災
・
減
災
施
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
震
災
や
そ
の
他
災
害
に
関
し
て
、
予
防
・
対
策
・
復
旧
等
に

つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
板
野
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
も
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い

安
心
安
全
の
町
づ
く
り
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コミュニティ消防センター

出初式

備蓄倉庫
　
誰
も
が
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
防
災
対
策
の
充
実
の
た
め
に
は
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
共
に
自
主
防
災
組
織
の
育
成
も
推
し
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
様
々
な
自
然
災
害
に
対
し
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
に
よ
る
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
自
主
防
災
意
識
の
高
揚

と
、
住
民
相
互
の
協
力
体
制
な
ど
災
害
時
に
効
率
か
つ
迅
速
的
な
対
応
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

町
ぐ
る
み
で
安
全
を
育
む
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.国民保護訓練

町内の寺社での文化財防火訓練

被災地へボランティアを派遣

徳島県消防操法大会



15

連
携
強
化
に
よ
る

産
業
づ
く
り

　板野町は、徳島県の北東部に位置し、南部に旧吉野川が東西に流れる恵まれた自然条件

を活かした肥沃な農業地帯です。農業は、町の基幹産業であり、春先に欠かせない彩りの

ある洋にんじん・きめ細やかな肌合いのれんこん・名産として奈良漬けに形を変える白瓜

などが特産品です。
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収穫したれんこん出荷前の洗浄作業

▲ いたのすけ
　板野町商工会青年部・板野町認定農業者連絡協議会のメンバー
が、板野町を盛り上げようと、町の名産品である「漬物」を開発
しました。苗植えから始まり、収穫、加工、製造まで全て自分た
ちの手で行っています。

◀ いたの・キャロリーヌ（ハンドクリーム）
　板野町まちづくり女性の会が発案し、専門企業の協力を得て、
町産のにんじんエキス入りハンドクリームを作りました。
　人気のヒアルロン酸やコエンザイムＱ 10を加え、保湿や潤い、
使用感についても試行錯誤を重ね、完成した板野町のハンドクリー
ムです。

.れんこんの収穫

しろうりの収穫

　
板
野
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
担
い
手
の
育

成
支
援
、
町
内
の
特
産
物
を
活
か
し

た
六
次
産
業
化
事
業
の
推
進
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
な
ど
が
も
た
ら

す
地
理
的
条
件
や
広
域
的
交
流
機
会

を
活
用
し
、産
業
振
興
を
進
め
ま
す
。

豊
か
な
農
産
物

を
活
か
し
て

六
次
産
業
化
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
新
商
品
た
ち

産業振興itano

▲ にんじんドレッシング
.　板野町産のにんじんを有効活用し、町産にんじんのおいし
さのＰＲ、他の地域産のものとの差別化を図るため、地元企
業の協力を得て、ドレッシングを開発しました。にんじんの
しっかりとした甘みとうまみ、きれいなオレンジ色が特徴の
ドレッシングです。
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■  

あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島

■  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島

　
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
・

　
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　
あ
さ
ん
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
パ
ー
ク

　
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
・
い
た
の
　

■  

大
塚
製
薬
㈱

　
　
　
　
徳
島
板
野
工
場

　
徳
島
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

板
野
町
は
、
香
川
県
と
境
を
接
し
、

高
松
自
動
車
道
板
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
設
置
さ
れ
、
更
に
徳
島
自
動

車
道
藍
住
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
豊
か

な
阿
讃
山
脈
の
中
に
あ
る
「
あ
さ

ん
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
パ
ー
ク
」、

「
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
・
い
た
の
」
は
、

徳
島
市
中
心
部
に
も
近
く
、
高
松

自
動
車
道
板
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
約
五
分
、
徳
島
自
動
車
道

藍
住
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約

十
分
の
位
置
に
あ
り
、
交
通
ア
ク

セ
ス
に
恵
ま
れ
た
企
業
用
地
（
工

業
団
地
）
で
す
。
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■  
徳
島
県
立

　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー　

■  

日
本
コ
ム
シ
ス
㈱

　
　
　
　
　
徳
島
営
業
所

■  

テ
ッ
ク
情
報
㈱

■  

ダ
イ
ト
ー
工
業
㈱

　
板
野
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
い
た
施
設
で
、

調
理
場
は
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
化
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
次
汚
染
作
業
区
域
・

非
汚
染
作
業
区
域
等
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
衛
生
面
で
は
厳
重
な
管
理
の
徹
底
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
等
を
導
入
し
、
災
害
時
に
お
け
る
町
民
へ
の
食
料

供
給
基
地
と
し
て
も
対
応
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■  

板
野
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
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人・もの・情報が集う
都市基盤づくり

あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

      

フ
ェ
ス
タ
in
い
た
の

　

自
然
の
大
切
さ
、
健
康
の
あ
り
が
た

さ
を
伝
え
る
た
め
に
…
…
。

　

板
野
町
の
山
麓
部
を
中
心
に
、「
環
境

と
健
康
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
毎
年

十
一
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

阿
讃
山
脈
の
自
然
を
体
い
っ
ぱ
い
に

感
じ
な
が
ら
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、

板
野
町
の
特
産
品
を
販
売
す
る
特
産
市

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

あ
せ
び
温
泉

　　

 　
や
す
ら
ぎ
の
郷

　

あ
せ
び
温
泉
の
源
泉
水
は
、
大
坂
甚

左
原
の
地
下
二
五
〇
ｍ
か
ら
自
噴
す
る

温
度
二
〇
．七
℃
の
ア
ル
カ
リ
性
の
泉

質
で
、
入
浴
後
、
肌
が
つ
る
つ
る
し
、

な
め
ら
か
に
な
る
効
能
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
豊
か
な
自
然
と
、
歴
史
遺

産
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
四
季
折
々
の
借

景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
入
浴
で
き
ま
す
。

まめっちゃ

あせびちゃんと弁慶くん
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交通指導員による交通安全教室

交通安全協会板野分会会員による朝の立哨

　
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
基
盤
づ
く
り

は
、
生
活
道
路
の
整
備
を
は
じ
め
、

高
速
道
路
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

活
用
等
、
道
路
網
の
整
備
を
推
し
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
自
然
を
生
か
し

環
境
整
備
や
生
活
環
境
を
整
え
、
ご

み
の
減
量
化
、
再
資
源
の
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

快
適
な

　
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り

人・もの・情報が集う
都市基盤づくり

.西中富自歩道橋

町民による排水路清掃
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板
野
町
は
、
古
代
の
官
道
「
南

海
道
」
が
通
り
、
当
時
の
地
方
役
所

「
板
野
郡
衙
（
ぐ
ん
が
）」
が
設
け
ら

れ
、
往
時
に
は
都
や
地
方
か
ら
人
・

も
の
・
情
報
が
盛
ん
に
行
き
交
う
、

交
通
の
要
衝
の
地
で
し
た
。

　
高
松
自
動
車
道
板
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
、
更
に
徳
島

自
動
車
道
藍
住
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
も
整
備
さ
れ
た

板
野
町
は
、
関
西
経
済
圏
か
ら
の
四

国
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
県
北
部
の
産
業
・
文
化
・
教
育
・

観
光
の
広
域
交
流
拠
点
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
。

人
と
地
域
の

交
流
が

拡
が
る
ま
ち

JR板野駅

高松自動車道（板野インターチェンジ）

徳島自動車道
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ラジオ体操会童謡とわらべ歌フェスティバル

子どもふれあい交流大会

学
び
と
文
化
が
香
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
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歴史文化の継承
　文化財は、私たちの祖先の生活のあかしです。その一つひとつが歴史であり、遺産

であり町の貴重な財産です。町の貴重な財産を次世代に受け継ぐため、文化財や伝統

芸能、文化意識を高め継承していきます。

指
定
文
化
財

四国霊場第三番札所　金泉寺

犬伏久助座像（藍染庵）

板野町史跡　郡頭

.四国霊場第四番札所　大日寺

四国霊場第五番札所　地蔵寺
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大坂峠展望台から見た風景

大坂口御番所跡　旧村瀬館

五百羅漢（地蔵寺）

大わらじ新調作業

愛染院（赤澤信濃守廟所）



　地域の歴史や風土、伝統芸能など悠久の

記憶を通じて長年にわたり培われてきた人

と人とのつながり、地域での町民相互の連

帯感や、自治意識を高めるために様々な交

流の場がつくられています。

川端・諏訪神社

吹田・奥宮神社

那東・青木神社

25

協
働
に
よ
る

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
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役場庁舎

議会

案内係

　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
町
に
愛
着
の

思
い
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

町
と
人
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
共

に
学
ぶ
、
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
運
営

.町章.町の木（あせび）.町の花（さくら）

議会 itano



１
９
５
５

昭
和
30
年

２
月
11
日
合
併
・
板
野
町
誕
生
（
板
西
町
・
栄
村
・
松
坂
村
が
合
併
）

第
１
回
板
野
町
長
選
挙
（
扶
川
文
雄
氏
当
選
）

大
坂
分
校
及
び
分
園
完
成

養
老
院
（
現
在
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
設
置

昭
和
31
年

南
公
民
館
完
成

昭
和
32
年

板
西
警
察
署
改
称
板
野
警
察
署
と
な
る

昭
和
33
年

町
内
三
中
学
校
を
統
合
板
野
中
学
校
と
す
る

中
央
公
民
館
完
成

昭
和
34
年

第
２
回
町
長
選
挙
（
扶
川
文
雄
氏
当
選
）

１
９
６
０

昭
和
35
年

有
線
放
送
農
業
協
同
組
合
設
立

昭
和
36
年

大
寺
公
会
堂
完
成

昭
和
37
年

中
学
校
普
通
教
室
及
び
特
別
教
室
完
成

昭
和
38
年

第
３
回
町
長
選
挙
（
佐
藤
源
定
氏
当
選
）

川
端
・
郡
頭
公
会
堂
完
成

昭
和
39
年

中
学
校
管
理
棟
及
び
特
別
棟
完
成

１
９
６
５

昭
和
40
年

南
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

中
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

昭
和
41
年

地
籍
調
査
実
施
（
７
ヶ
年
計
画
）

昭
和
42
年

町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
挙
行

東
小
学
校
校
舎
完
成

第
４
回
町
長
選
挙
（
佐
藤
源
定
氏
当
選
）

昭
和
43
年

役
場
庁
舎
完
成

板
野
町
章
決
定

昭
和
44
年

競
艇
事
業
指
定
受
け
る

西
公
民
館
完
成

１
９
７
０

昭
和
45
年

広
報
誌
”
板
野
の
素
顔
”
創
刊

町
民
プ
ー
ル
完
成

学
校
給
食
開
始

南
小
学
校
校
舎
完
成

昭
和
46
年

西
小
学
校
校
舎
完
成

東
幼
稚
園
舎
完
成

第
５
回
町
長
選
挙
（
佐
藤
源
定
氏
当
選
）

昭
和
47
年

西
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

東
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
夜
間
照
明
施
設
完
成

国
鉄
鍛
冶
屋
原
線
廃
止

「 

板
野
町
史 

」
発
行

浄
水
施
設
完
成

昭
和
48
年

南
小
学
校
管
理
棟
及
び
特
別
棟
完
成

岡
上
神
社
（
岡
ノ
宮
）
”
大
ク
ス
”
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定

昭
和
49
年

西
部
消
防
組
合
庁
舎
完
成

総
合
保
育
園
完
成

東
小
学
校
管
理
棟
及
び
特
別
棟
完
成

１
９
７
５

昭
和
50
年

西
小
学
校
管
理
棟
及
び
特
別
棟
完
成

町
内
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典
挙
行

町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

第
６
回
町
長
選
挙
（
佐
藤
源
定
氏
当
選
）

昭
和
51
年

西
新
田
教
育
集
会
所
完
成

大
坂
分
校
屋
内
運
動
場
完
成

昭
和
52
年

町
民
セ
ン
タ
ー
完
成

南
公
会
堂
完
成

東
（
野
球
用
）
西
・
南
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
）
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
夜
間
照
明
施
設
完
成

昭
和
53
年

町
民
音
頭
レ
コ
ー
ド
制
作

西
小
学
校
校
舎
増
築
及
び
屋
内
運
動
場
完
成

川
端
教
育
集
会
所
完
成

東
公
会
堂
完
成

昭
和
54
年

第
７
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
文
雄
氏
当
選
）

郡
頭
教
育
集
会
所
完
成

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
設
立

１
９
８
０

昭
和
55
年

国
土
利
用
計
画
（
板
野
町
計
画
）
策
定

昭
和
56
年

健
康
教
室
が
県
知
事
表
彰
受
賞

昭
和
57
年

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）
完
成

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

教
職
員
住
宅
新
設

第
１
回
民
間
使
節
団
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
を
訪
問

昭
和
58
年

第
８
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
文
雄
氏
当
選
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
か
ら
第
１
回
民
間
使
節
団
来
町

県
下
初
の
林
野
火
災
防
御
訓
練
実
施

昭
和
59
年

黒
谷
川
郡
頭
遺
跡
発
掘
（
三
世
紀
前
後
の
集
落
遺
跡
）

１
９
８
５

昭
和
60
年

第
一
次
那
東
地
区
ほ
場
整
備
完
成

国
鉄
高
徳
本
線
開
通
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

町
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
61
年

町
基
本
構
想
策
定

板
野
町
60
年
の
あ
ゆ
み

27



昭
和
62
年

児
童
館
・
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

第
９
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
文
雄
氏
当
選
）

昭
和
63
年

柔
剣
道
場
（
中
学
校
）
完
成

第
10
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
正
昭
氏
当
選
）

庁
内
Ｏ
Ａ
化
ス
タ
ー
ト

平
成
元
年

吉
野
川
北
岸
用
水
事
業
完
工

農
業
構
造
改
善
事
業
優
良
地
区
と
し
て
大
臣
表
彰

１
９
９
０

平
成
２
年

町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
完
成

環
境
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）
完
成

ふ
る
さ
と
創
生
事
業

（
ふ
る
さ
と
巡
行
バ
ス
運
行
開
始
、
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
）

平
成
３
年

田
園
パ
ー
ク
・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
完
成

平
成
４
年

第
11
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
正
昭
氏
当
選
）

田
園
パ
ー
ク
・
健
康
の
館
完
成

健
康
づ
く
り
推
進
活
動
功
労
者
団
体
と
し
て
知
事
表
彰

平
成
５
年

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
完
成

東
四
国
国
体
デ
モ
ス
ポ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）
開
催

平
成
６
年

四
国
縦
貫
自
動
車
道
（
藍
住
ー 

脇
間
）
供
用
開
始

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置

１
９
９
５

平
成
７
年

第
３
次
振
興
計
画
（
町
基
本
構
想
）
策
定

歴
史
文
化
公
園
・
文
化
の
館
完
成

町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
８
年

第
12
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
正
昭
氏
当
選
）

彩
り
の
舘
完
成

平
成
９
年

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
完
成

指
定
ご
み
袋
に
よ
る
分
別
収
集
開
始

平
成
10
年

あ
さ
ん
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
パ
ー
ク
整
備
事
業
竣
工

平
成
11
年

四
国
横
断
自
動
車
道
（
鳴
門
ー
板
野
間
）
起
工
式

森
の
遊
園
地
（
歴
史
文
化
公
園
内
）
開
園

健
康
相
談
総
合
窓
口
開
設

２
０
０
０

平
成
12
年

第
13
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
正
昭
氏
当
選
）

ク
リ
ー
ン
い
た
の
21
誕
生

平
成
13
年

四
国
横
断
自
動
車
道
（
板
野
ー 

香
川
津
田
東
間
）
供
用
開
始

あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
開
園

平
成
14
年

資
源
ご
み
等
持
込
回
収
ス
タ
ー
ト

あ
せ
び
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
郷
オ
ー
プ
ン

板
野
町
公
共
下
水
道
事
業
着
手

平
成
15
年

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島
２
０
０
３
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
開
催

大
坂
口
御
番
所
跡
旧
村
瀬
館
開
館

平
成
16
年

第
14
回
町
長
選
挙
（
犬
伏
正
昭
氏
当
選
）

徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

２
０
０
５

平
成
17
年

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
参
戦

第
４
次
振
興
計
画
（
基
本
構
想
）
策
定

第
15
回
町
長
選
挙
（
中
島
勝
氏
当
選
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
開
始

平
成
18
年

防
災
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
名
称
変
更
（
旧
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

徳
島
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
完
成

板
野
南
小
学
校
耐
震
化
工
事
完
了

平
成
19
年

板
野
町
東
児
童
館
新
設
移
転

災
害
対
策
用
備
蓄
倉
庫
完
成

第
22
回
国
民
文
化
祭
「
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
祭
典
」
開
催

平
成
20
年

板
野
東
小
学
校
・
板
野
西
小
学
校
・
板
野
中
学
校
耐
震
化
工
事
完
了

板
野
町
有
線
放
送
農
業
協
同
組
合
解
散

平
成
21
年

第
16
回
町
長
選
挙
（
玉
井
孝
治
氏
当
選
）

第
１
回
あ
さ
ん
地
球
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
い
た
の
開
催

２
０
１
０

平
成
22
年

消
費
生
活
相
談
所
開
設

乳
幼
児
医
療
の
対
象
者
を
中
学
校
修
了
ま
で
拡
大

平
成
23
年

徳
島
東
部
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結

幼
稚
園
給
食
開
始

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
給
食
費
半
額
補
助
開
始

田
園
パ
ー
ク
開
設
20
周
年
記
念
行
事 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
開
催

平
成
24
年

板
野
駅
無
料
駐
輪
場
新
設

板
野
町
防
災
避
難
訓
練
実
施

第
27
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
２
０
１
２
国
文
祭
成
果
継
承
事
業

（
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
）

平
成
25
年

役
場
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
完
了

第
17
回
町
長
選
挙
（
玉
井
孝
治
氏
当
選
）

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス　

四
国
初
Ｊ
１
昇
格

平
成
26
年

東
公
会
堂
耐
震
改
修
工
事
完
了

板
野
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
着
工

南
公
会
堂
耐
震
改
修
工
事
完
了

西
中
富
自
歩
道
橋
完
成

板
野
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
27
年

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
挙
行

28



29

高松市方面へ

阿
波
大
宮
駅

阿波川
端駅

板野駅

池田方面へ

石井町方面へ

徳島市方面へ

鳴門市方面へ

神戸方面へ

大坂口御番所跡

板野東小学校
大坂分校

あせび温泉
やすらぎの郷

徳島スポーツ
ビレッジ

松谷

黒谷

羅漢

那東
古城

大寺

川端

吹田

犬伏

下庄

西中富

中久保

矢武
唐園

大坂

あすたむらんど
徳島

藍染庵

愛染院

第五番札所
地蔵寺

板野西部
消防組合消防署

板野南小学校

板野西
小学校

ふれあい
プラザ

健康の館

文化の館

学校給食センター
彩りの舘

田園
パーク

板野中学校

板野高校

ふれあい市
アグリ板野

第三番札所
金泉寺板野東小学校

板野町
役場

岡の宮の
大クス

東徳島
医療センター

県立板野
支援学校

板野警察署 藍
住
町

鳴
門
市

上
板
町

２０００徳島工業
短期大学

県立埋蔵
文化財総合
センター

第四番札所
大日寺

県立総合
教育センター

歩
道

徳
島
引
田
線

四
国
横
断
自
動
車
道（
高
松
道
）

徳
島
自
動
車
道（
徳
島
道
）

大坂峠
展望台

あせび公園

六
条
羅
漢
線

板
野
川
島
線

徳
島
引
田
線
バ
イ
パ
ス（
あ
い
あ
い
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